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画⾯数3の場合のモデル例

テスト自動化へのモデル検査の適用
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解決手法の概要

ケーススタディの結果

テスト自動化における問題点 手法・ツールの適用による解決

筆者の所属する企業では⾃社開発ツールに
よりテストスクリプトの作成とテスト実⾏の
⾃動化を推進している。ところがテストケー
ス作成は従来通り⼈⼿のため、品質にばらつ
きがあり、ツールの制約（1つのテストケース
における操作⼿順数の上限）が守られなかっ
たり、テストケースに漏れ・重複が存在する
可能性があった。

画⾯仕様書等の仕様書をインプットとし、下
記制約を満たしたテストケース作成を⾃動化
する⼿法を提案した。本⼿法には、時間を⼿
順数と読み替えてモデル検査ツールUPPAALを
採⽤している。

・[必須]全画⾯を漏れなくテストする
・[必須]各テストケースの⼿順が制限数以下
・重複の少ないテストケースにする

■検証式の内容
全ての画⾯の

遷移が完了した
ならば、全体の
⼿順数は全ての
実⾏パスで常に
ｘよりも⼤きい

下記をケーススタディとして提案⼿法を適⽤した。
・エンタープライズシステム
・画⾯数300 
（サブシステム（画⾯数50）に分割可能）
・テスト内容はクロスブラウザテスト

状態爆発のため300画⾯を⼀度に検証できなかったが、
サブシステム(50画⾯)単位であればテストケースが作
成できた。作成されたテストケースは、必須条件を満
たしていた。また、全体の⼿順数は最⼩90であり、
作成されたテストケースは全体の⼿順数91であるた
め、無駄の⾮常に少ないテストケースであった。

評価と課題
 評価

画⾯仕様書等の仕様書から作成したUPPAALのモデルを
使って当初の制約を満たしたテストケースの情報を⽣成で
きた。仕様書からのテストケースサブシステムへの分割は、
⼈間の判断が必要であるが、それ以外の作業は機械的に⾏
うことができた。
 今後の課題
仕様書からの完全なテストケース作成⾃動化。具体的には、
(1)サブシステムへの分割⼿法の確⽴ 、(2)仕様書から
UPPAALモデルへの⾃動変換、(3)UPPAAL反例トレースか
らテストケースフォーマットへの⾃動変換の3つ。


